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トップアスリート１日合宿
鍛える、

食べる
1 Day Training  with  Athletes

⑥

①コートを回りながらアドバイスする松友選手（左）
②世界レベルの練習はきつい！ 奥原選手（右）に負けまいと
全力ダッシュする生徒
③選手同士の激しいラリーに目を見張った
④生徒から相次ぐ質問に答える高橋選手（右）
⑤味の素ナショナルトレーニングセンターの食堂で昼食。栄養
バランスを考えながら料理を選ぶ
⑥授業や部活、恋バナ……。食事中、奥原選手（左列中央）
らと盛り上がる生徒たち
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【参加校】　※いずれも読売教育ネットワーク参加校
《私立》学習院女子中等科／国学院久我山中学校・高校／田園
調布学園中等部・高等部／桐朋女子中学校　《都立》桜修館中
等教育学校／小石川中等教育学校／立川国際中等教育学校

【主催】読売新聞東京本社　【共催】味の素
【後援】日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）、日本バドミントン協会

　バドミントン部で活動する中高生が
五輪メダリストらから直接指導を受け、
正しい食事のとり方も学ぶ「鍛える、食
べる　トップアスリート１日合宿」（読
売新聞東京本社主催、味の素共催）が８月１日、東京都北区
の味の素ナショナルトレーニングセンターで開かれた。東京
五輪・パラリンピックが開かれる２０２０年とその先に向けて、
読売新聞が進める「元気、ニッポン！」プロジェクトの一環だ。
憧れの選手から気さくに話しかけられ、生徒たちは感激。「勝
ち飯」教室では、栄養のバランスを考えた食事の大切さな
どをしっかり学んだ。

金
メ
ダ
リ
ス
ト
ら
か
ら
「
ナ
イ
ス
！
」

「
勝
ち
飯
教
室
」
で
土
台
作
り

日本ユニシス実業団 
バドミントン部
　１９８９年創部。2007年、女子
チームが発足。これまでに日本リー
グ（現在の「Ｓ／Ｊリーグ」）で３回、
全日本実業団選手権大会で２回の
男女同時優勝を誇る強豪。リオデ
ジャネイロ五輪では、日本代表選
手９人のうち７人を輩出した。所属
選手は男女合わせて19人。

立
が
難
し
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
奥
原
選
手
は

「
切
り
替
え
が
大
事
。
勉
強
か
ら
逃

げ
る
と
、
後
悔
す
る
。
遊
び
た
い
気

持
ち
が
あ
っ
て
も
グ
ッ
と
こ
ら
え
て
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー

内
の
食
堂
で
選
手
た
ち
と
一
緒
に
昼

食
を
と
り
な
が
ら
、
学
校
生
活
な
ど

に
つ
い
て
談
笑
し
、
交
流
を
深
め
た
。

　

立
川
国
際
中
等
教
育
学
校
３
年
、

岩
田
祥さ

ち

加か

さ
ん
は
「
普
段
テ
レ
ビ
で

見
て
い
る
選
手
と
ペ
ア
を
組
ん
で
試

合
が
で
き
、
う
れ
し
か
っ
た
。
シ
ャ

ト
ル
を
打
ち
返
す
時
、
手
首
を
回
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
、
さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
た
」
と

喜
ん
で
い
た
。

　

高
橋
選
手
は
「
適
切
な
言
葉
や
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
考
え
な
が
ら
指
導
し

た
。
若
い
世
代
を
教
え
る
こ
と
で
、

自
分
も
勉
強
に
な
っ
た
」。
松
友
選

手
も
「
生
徒
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
質

問
さ
れ
た
。
真
面
目
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
が
分
か

り
、
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

熱
血
指
導
に
感
激

　

参
加
し
た
の
は
、
都
内
の
私
立
中

学
校
・
高
校
や
公
立
中
等
教
育
学
校

計
７
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
26

人
。
昨
年
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
、「
タ

カ
マ
ツ
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
高
橋

礼あ
や

華か

、
松
友
美
佐
紀
両
選
手
、
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た

奥
原
希の

ぞ
み望

選
手
を
は
じ
め
、
日
本
ユ

ニ
シ
ス
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

コ
ー
チ
や
選
手
計
22
人
が
指
導
に
あ

た
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
最
初
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
あ
い
さ
つ
し
て
い
た
が
、
各

コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
選
手
た
ち
と
打

ち
合
い
を
始
め
る
と
、
徐
々
に
緊
張

も
ほ
ど
け
て
、
軽
快
に
シ
ャ
ト
ル
を

追
い
か
け
て
い
た
。
選
手
た
ち
も

「
シ
ャ
ト
ル
を
打
っ
た
ら
、
後
ろ
に

下
が
っ
て
体
勢
を
整
え
よ
う
」「
腕

を
も
う
少
し
上
げ
て
」
な
ど
と
、
熱

心
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
と
選
手
が
ペ
ア
を

組
ん
で
対
戦
し
た
り
、
生
徒
対
選
手

で
シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
を
し
た
り
し

た
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
、
選
手
た

ち
か
ら
「
ナ
イ
ス
！
」
と
声
が
か
か

っ
た
生
徒
の
顔
か
ら
は
、
思
わ
ず
笑

み
が
こ
ぼ
れ
た
。

　
「
タ
カ
マ
ツ
」
ペ
ア
対
栗
原
文あ

や

音ね

、

篠し
の

谷や

菜な

留る

両
選
手
な
ど
、
日
本
代
表

同
士
の
対
戦
も
行
わ
れ
、
間
近
で
観

戦
し
た
生
徒
た
ち
は
、
激
し
い
ラ
リ

ー
に
目
を
見
張
り
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
オ
オ
ー
ッ
」
と
い
っ
た
歓
声
が
上

が
っ
て
い
た
。

勉
強
と
部
活

「
切
り
替
え
が
大
事
」

　

練
習
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
練
習

方
法
や
試
合
中
の
心
構
え
な
ど
に
つ

い
て
、
生
徒
た
ち
が
次
々
と
質
問
。

小
石
川
中
等
教
育
学
校
２
年
、
鎌
形

沙さ

楽ら

さ
ん
が
「
勉
強
と
部
活
動
の
両

ご
・
に
・
わ
・
や
・
さ
・
し
・
い
」

を
教
わ
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
写
真
を
参
考

に
、
昼
食
で
口
に
し
た
食
材
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
た
。

　

味
の
素
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
推
進
室
の
上
野
祐ゆ

う

輝き

さ
ん

は
「『
勝
ち
飯
』
は
、
味
の
素
が
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

と
共
同
で
、
食
と
栄
養
の
面
か
ら
日

本
代
表
選
手
ら
を
支
援
す
る
『
ビ
ク

ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
中
で
生

ま
れ
た
」
と
説
明
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
だ
け
で
な
く
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
普
段
の
健

康
維
持
や
体
力
向
上
に
も
役
立
つ
考

３
食
プ
ラ
ス「
補
食
」

　

練
習
の
前
後
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
と
し
て
の
正
し
い
食
事
の
と
り
方

な
ど
を
教
わ
る
「
勝
ち
飯
」
教
室
が

開
か
れ
た
。
各
校
の
指
導
者
や
生
徒

の
保
護
者
も
加
わ
り
、
栄
養
に
関
す

る
最
新
の
知
識
に
耳
を
傾
け
た
。

　

講
師
を
務
め
た
北
京
五
輪
の
競
泳

日
本
代
表
で
管
理
栄
養
士
の
柴
田

隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
は
「
日
本
の
選
手
は
練

習
に
は
熱
心
に
取
り
組
む
が
、
そ
の

土
台
を
作
る
栄
養
の
と
り
方
に
問
題

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
好
き
な
料
理
を
選
ん

で
食
べ
る
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
。
生
徒

た
ち
は
、
柴
田
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た

五
つ
が
そ
ろ
う
よ
う
に
考
え
な
が
ら
、

料
理
を
選
び
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

撮
影
し
た
。

毎
日
８
種
類
の
食
材

　

練
習
・
昼
食
後
の
講
義
で
、
柴
田

さ
ん
は
「
食
材
に
も
注
意
し
よ
う
。

豆
、
ゴ
マ
、
肉
、
ワ
カ
メ
（
海
藻
）、

野
菜
、
魚
、
シ
イ
タ
ケ（
キ
ノ
コ
類
）、

イ
モ
の
８
種
類
全
部
を
毎
日
と
れ
て

い
る
か
、
確
認
し
よ
う
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。
８
種
類
の
食
材
の
頭
文
字
を

と
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
ま
・

え
方
だ
と
い
う
。

　

生
徒
た
ち
は
練
習
の
前
後
に
ア
ミ

ノ
酸
入
り
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲

み
、
補
食
も
実
践
し
た
。

　

田
園
調
布
学
園
高
等
部
２
年
、
東

奈
津
子
さ
ん
は
「『
ま
・
ご
・
に
・
わ
・

や
・
さ
・
し
・
い
』
は
初
め
て
知
っ

た
。
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
同

じ
よ
う
な
食
材
ば
か
り
と
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
は
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
べ
る
よ
う
気

を
付
け
た
い
」。
一
緒
に
聴
講
し
た

保
護
者
の
一
人
、
本
間
恵
津
子
さ
ん

は
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
な
る

よ
う
に
、
家
庭
で
も
意
識
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

の
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
」
と
指
摘
。

１
日
３
食
の
食
事
で
主
食
、
汁
物
、

主
菜
、
副
菜
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
五

つ
を
そ
ろ
え
て
取
る
必
要
が
あ
る
と

強
調
し
た
。
更
に
「
目
的
に
応
じ

て
、
必
要
な
栄
養
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
補
う
『
補
食
』
も
大
切
。
食
事
と

補
食
か
ら
な
る
『
勝
ち
飯
』
で
、
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
そ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
日
の
昼
食
は
、
う
ど
ん
や
ス

パ
ゲ
テ
ィ
、
サ
バ
の
南
蛮
漬
け
、
豚

の
ク
リ
ー
ム
煮
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

①①

②

③

⑤

④



リポート

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
高
円
宮
杯
第
68
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大

会
の
上
位
入
賞
者
３
人
が
７
月
25
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
の
２
週
間
、三
菱
商

事
賞
の
特
典
で
英
国
で
の
研
修
に
派
遣
さ
れ
、イ
ギ
リ
ス
南
部
の
イ
ー
ス
ト
・
サ

セ
ッ
ク
ス
州
に
あ
る
バ
ッ
ク
ス
モ
ア
・
プ
ラ
ン
プ
ト
ン
大
学
の
英
語
特
訓
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
た
。�
報
告
・
高
森
雄
太
郎（
日
本
学
生
協
会
基
金
運
営
委
員
長
）

中
学
校
英
語
弁
論
大
会
の

上
位
入
賞
者
３
人
が
英
国
研
修

世
界
の
生
徒
た
ち
と
共
同
生
活

　

今
夏
渡
英
し
た
の
は
、
熊
本
市
の

九
州
学
院
高
１
年
・
黄フ

ァ
ン
ユ
ン
ジ
ュ

允
珠
さ
ん
、

宮
崎
市
の
宮
崎
県
立
宮
崎
西
高
１

年
・
年と

し

増ま
す

ル
デ
ヤ
さ
ん
、
兵
庫
県
芦

屋
市
立
山
手
中
学
校
３
年
・
安
田

穣ゆ
た
かさ
ん
の
３
人
。
派
遣
先
の
寮
で

は
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
中
国
な

ど
世
界
各
国
か
ら
の
生
徒
た
ち
と
共

同
生
活
を
行
っ
た
。

　

３
人
は
８
歳
か
ら
16
歳
の
生
徒
た

ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
平
日
の
午
前

は
英
語
の
文
法
や
語
彙
を
勉
強
し
、

午
後
は
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ
。
ま

た
週
末
に
は
ブ
ラ
イ
ト
ン
や
ロ
ン
ド

ン
と
い
っ
た
市
街
地
で
課
外
活
動
に

励
ん
だ
。

　
「
最
後
の
夜
に
は
み
ん
な
で
別
れ

を
惜
し
ん
で
泣
い
た
」
と
い
う
黄
さ

ん
は
、
最
初
は
他
の
国
か
ら
の
生
徒

た
ち
の
雰
囲
気
に
馴
染
め
な
か
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
数
日
後
に
は
仲

の
良
い
友
達
グ
ル
ー
プ
も
で
き
、「
２

に
つ
い
て
も
っ
と
話
そ
う
」
と
訴
え

た
安
田
さ
ん
は
、
今
回
の
研
修
で
他

の
国
の
生
徒
た
ち
と
社
会
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
と
い
う
。
特
に
中
国
そ

し
て
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
来
た
生
徒
た
ち

と
は
夜
遅
く
ま
で
政
治
に
つ
い
て
語

り
合
っ
た
と
い
い
、
と
て
も
充
実
し

て
い
た
と
話
す
。
将
来
の
仕
事
に
つ

い
て
は
模
索
中
だ
と
い
う
が
、「
今

回
上
達
し
た
英
語
力
で
、
将
来
は
食

や
文
化
と
い
っ
た
日
本
の
良
さ
を
伝

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

自
分
の
意
見

伝
え
る
こ
と
が
大
切

　

ま
た
、
帰
国
前
に
は
ロ
ン
ド
ン
に

あ
る
読
売
新
聞
欧
州
総
局
や
欧
州
三

菱
商
事
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
問
し
た
。

欧
州
三
菱
商
事
で
は
ジ
ュ
リ
ー
・
ロ

ジ
ャ
ー
ズ
取
締
役
の
案
内
で
オ
フ
ィ

ス
を
見
学
、
ま
た
三
菱
商
事
が
ス
ポ

ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る
大
英
博
物
館

の
「
三
菱
商
事
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
訪
れ
、
展
示
を
鑑
賞
し
た
。

　

３
人
は
研
修
を
振
り
返
り
、
バ
ッ

ク
ス
モ
ア
で
の
英
語
の
特
訓
で
「
自

分
の
意
見
を
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
英
語
学
習
に
お
い
て
大
切

だ
と
思
っ
た
」
と
語
る
。
こ
の
2
週

間
が
自
分
の
将
来
を
見
つ
め
直
す
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
い
、

日
本
で
の
学
校
生
活
や
活
動
に
も
っ

と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
、
と
話
し
て
い
た
。

英語通じ、自分の将来見つめ直す2週間

（左上）大英博物館「三菱商事日本ギャラリー」を見学　（左下）研修を振り返る3人。左から安田さん、黄さん、年増さん� （右）欧州三菱商事オフィスを訪問

週
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。
帰
国
後
も
、
そ
の
時

で
き
た
友
達
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
る
と
い
う
。
国
際
弁
護
士
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
将
来
の
夢
だ
が
、

「
英
語
で
相
手
と
議
論
す
る
こ
と
の

難
し
さ
、
そ
し
て
自
分
の
意
見
を
は

っ
き
り
相
手
に
伝
え
る
大
切
さ
を
感

じ
た
」
と
語
っ
た
。

　
社
会
、政
治
を
語
り
合
う

　

年
増
さ
ん
も
ま
た
、
最
初
の
う
ち

は
雰
囲
気
の
違
い
に
戸
惑
い
、
す
ぐ

に
心
を
開
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
で
も
数
日
を
過
ご
す
に

つ
れ
て
様
々
な
国
か
ら
の
友
達
が
で

き
、
共
通
言
語
で
あ
る
英
語
だ
け
で

な
く
、
友
達
の
母
語
で
あ
る
ド
イ
ツ

語
や
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
様
々
な
言
葉

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
色
々

な
国
の
人
の
文
化
、
考
え
方
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
言
語
に
触
れ
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
他
の
言
語

も
学
ん
で
み
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

高
円
宮
杯
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
政
治
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リポート

大
一
番
に
向
け
て
読
書

　

こ
の
日
は
「
竜
王
ト
ー
ク
」
で
、

29
連
勝
を
達
成
し
た
藤
井
聡
太
四

段
に
つ
い
て
渡
辺
竜
王
が
「
よ
そ

の
世
界
の
出
来
事
か
と
思
っ
た
」

と
語
っ
た
。
対
局
前
に
心
が
け
て

い
る
こ
と
を
問
わ
れ
る
と
、
渡
辺

未
来
の
竜
王
目
指
し
て

小中学生対象に
「第2期竜王アカデミー」
　将棋の歴代竜王が講師を務める小中学生対象の連続講座
「第２期竜王アカデミー」（読売新聞社、日本将棋連盟主催）が
９月13日、東京・大手町の読売新聞東京本社で始まった。第１
講の講師は渡辺明竜王と藤井猛九段。全４回のコーディネー
ターは、初代竜王の島朗九段が務める。

辺
竜
王
と
藤
井
九
段
が
盤
面
に
駒

を
並
べ
て
、
対
局
を
準
備
。
受
講

生
は
、
一
人
ず
つ
順
番
に
渡
辺
竜

王
と
藤
井
九
段
の
隣
に
座
り
、
二

手
ず
つ
指
し
て
い
っ
た
。
差
し
手

が
分
か
ら
な
い
受
講
生
は
、
二
人

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
打

っ
て
い
っ
た
。
受
講
生
が
駒
を
置

こ
う
と
す
る
と
、
藤
井
九
段
に
咳

払
い
を
さ
れ
て
、
指
し
手
を
変
え

る
場
面
も
あ
っ
た
。
指
し
終
え
る

と
受
講
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
と
握
手
し
て
、
記

念
撮
影
し
た
。

　

最
後
に
、
過
去
の
竜
王
戦
の
棋

譜
を
基
に
し
て
渡
辺
竜
王
と
藤
井

九
段
が
指
導
対
局
を
行
っ
た
。

　

第
２
講
（
10
月
11
日
）
は
谷
川

浩
司
九
段
、
糸
谷
哲
郎
八
段
、
第

３
講
（
11
月
16
日
）
は
佐
藤
康
光

九
段
、
森
内
俊
之
九
段
、
第
４
講

（
12
月
９
日
）
は
羽
生
善
治
三
冠

が
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
務
め
る
。

渡辺 明 竜王

藤井 猛 九段

竜
王
は
「
強
い
海
外
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
監
督
の
本
を
読
み
、
大

一
番
に
向
け
て
気
持
ち
を
持
っ
て

い
く
」
と
話
し
、
藤
井
九
段
は
「
決

勝
に
行
く
の
は
大
変
な
の
で
、
決

勝
ま
で
行
っ
た
と
き
は
、
自
分
は

勝
つ
と
暗
示
を
か
け
て
い
る
」
と

心
構
え
を
披
露
し
た
。

咳
払
い
で
指
し
手
変
更

　

そ
の
後
は
、
受
講
者
が
「
渡
辺

チ
ー
ム
」「
藤
井
チ
ー
ム
」
に
分

か
れ
て
リ
レ
ー
対
局
。
ま
ず
、
渡

竜王アカデミーで行われた
リレー対局
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６
９
２
大
学
が
回
答

　
「
大
学
の
実
力
」
調
査
は
、
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
激
し
い
時
代
に
旧
態
依
然

と
し
た
偏
差
値
頼
み
の
大
学
選
び
で
よ

い
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、
読
売
新
聞

社
が
２
０
０
８
年
に
開
始
。
毎
年
、
全

国
の
大
学
に
協
力
を
お
願
い
し
て
結
果

を
本
紙
に
載
せ
る
ほ
か
、
書
籍
に
ま

と
め
て
出
版
し
て
き
た
。
参
加
校
は

年
々
、
増
え
、
２
０
１
７
年
調
査
に
は

全
大
学
の
92
％
に
当
た
る
６
９
２
大
学

が
回
答
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が

「
大
学
の
実
力
２
０
１
８
」
だ
。

「
大
学
の
実
力
バ
イ
キ
ン
グ
」も

　

調
査
で
は
一
貫
し
て
学
生
に
力
を
つ

け
る
た
め
の
取
り
組
み
ぶ
り
を
尋
ね
、

そ
れ
が
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
探

る
た
め
、
退
学
・
留
年
・
卒
業
率
や
就

職
状
況
な
ど
、
か
つ
て
“
門
外
不
出
”

と
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
求
め
て
き
た
。
ま

た
、
結
果
公
表
に
際
し
て
は
、「
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
な
く
一
覧
表
形
式
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
。
何
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

て
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
の
か
、
受
験
生

自
身
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
も
の
さ
し
」

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
か
ら
だ
。

　

加
え
て
今
回
は
、
デ
ー
タ
活
用
の
具

体
的
な
手
法
に
切
り
込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
大
学
の
実
力
バ
イ
キ
ン
グ
」

を
初
め
て
盛
り
込
ん
だ
。「
退
学
率
」

や
「
就
職
率
」
な
ど
の
主
要
デ
ー
タ
を

「
食
べ
物
」
に
見
立
て
、「
バ
イ
キ
ン

リポート

グ
」
さ
な
が
ら
に
自
分
の
ト
レ
ー
に
取

っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
自
分
に
と
っ
て

ど
の
食
べ
物
が
気
に
な
る
の
か
、
そ
れ

は
な
ぜ
か
を
、
高
校
生
や
保
護
者
、
教

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
話
し

合
う
。
す
で
に
今
年
６
月
に
は
、
東
京

都
立
西
高
校
（
杉
並
区
）
で
約
60
人
が

参
加
し
た
実
践
も
行
わ
れ
て
い
る
。

楽
し
み
な
が
ら
デ
ー
タ
活
用

　

10
回
を
数
え
る
調
査
の
報
道
や
出
版

は
、
進
路
選
び
に
不
可
欠
な
大
学
の
情

報
公
開
の
機
運
を
確
実
に
高
め
て
き

た
。「
大
学
の
実
力
２
０
１
８
」
で
は
、

そ
う
し
た
流
れ
を
一
層
、
推
進
す
る
と

と
も
に
、「
バ
イ
キ
ン
グ
」
の
進
め
方

や
小
道
具
の
見
本
な
ど
の
具
体
的
な
紹

介
を
通
し
て
、
楽
し
ん
で
デ
ー
タ
活
用

す
る
と
い
う
新
側
面
に
も
光
を
当
て
て

い
く
。

　香港特別行政区政府 駐東京経済貿易代表部と読売新聞社が発
行する日刊英字紙 The Japan News は、香港と日本のかけ橋となる

「学生大使」を募集しています。香港に関する 4 つのテーマ（ビジ
ネス、マスコット、留学、観光）について、香港と日本の交流を促進
するアイデアを考えてください。
　来年 1 月21 日（日）に、東京・野村コンファレンスプラザ日本橋
で行われる最終審査会で、予備審査通過者 15 人が 6 分間の英語プ

香港杯全日本大学「学生大使」募集

進路選択を楽しむワークショップを提案

「大学の実力2018」
出版　 　偏差値によらない大学選びを手助けする

「大学の実力2018」が出版された。退学・
留年・卒業・就職率などの貴重なデータをこ
れまで通り一覧表方式で掲載したほか、今
号では新たに、進路選択を楽しめるワーク
ショップにもページをさいている。

「大学の実力2018」
A4判192ページ／ 1650円（税別）
●問い合わせ　中央公論新社（03・５２９９・１７３０）

レゼンテーションを行い、学生大使 4 人を選抜します。
　学生大使に選ばれた 4 人は 2 週間の香港研修旅行に招待される
ほか、希望者には在京の香港関連機関または The Japan News で、
2 週間のインターンシップの機会が与えられます。また、応募者全
員に 1000 円の図書カードが贈られます。応募方法はウェブサイトを
ご覧下さい。締め切りは 12 月11日（月）です。
http://www.yomiuri.co.jp/adv/hongkongcup2017/
問い合わせ　☎ 03・3216・7112　
メール：hongkongcup ＠ yomiuri.com

都立西高で行われた「大学の実力バイキング」ワークショップのようす
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リレーエッセー

海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米 
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

Ｍ
Ｉ
Ｔ
、生
徒
と
教
授
が
つ
な
が
る
場

筑
波
大
附
属
駒
場
高
校（
東
京
都
）卒
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
１
年（
執
筆
時
）　

末す
え

岡お
か 

陽よ
う

太た

朗ろ
う 

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003488627でお読みいただけます。

33

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」のメ
ンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブ
サイト（http://ryu-fellow.org）へ。

　

電
動
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
乗

り
回
す
学
生
た
ち
、
寮
の
壁
に
か
か

っ
て
い
る
無
数
の
白
板
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
埋
め
尽
く
す
数
式
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

合
格
発
表
後
に
訪
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

で
目
撃
し
た
光
景
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
進
学

す
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
に
十
分
す

ぎ
る
ほ
ど
の
衝
撃
だ
っ
た
。

　

高
校
時
代
、
生
物
学
関
連
の
活
動

に
参
加
し
て
い
く
中
で
、
私
は
免
疫

系
を
つ
か
さ
ど
る
精
緻
な
分
子
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
強
く
興
味
を
惹
か
れ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
生
物
学
だ
け
を
勉

強
し
て
い
て
は
視
野
が
狭
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
恐
怖
も
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
中
、
目
の
当

た
り
に
し
た
活
気
に
満
ち
た
光
景
を

見
て
、
私
は
こ
の
学
校
で
な
ら
既
成

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
知
識
を
広
げ

ら
れ
る
と
確
信
し
た
。

　

現
在
１
年
生
の
私
は
ま
だ
専
攻
を

決
め
て
い
な
い
も
の
の
、
生
物
工
学

と
い
う
学
問
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
専
攻
の
勉
強
の
中
で
、

生
物
学
へ
の
情
熱
に
工
学
の
知
識
を

埋
め
込
み
新
し
い
何
か
を
生
み
出
せ

る
気
が
す
る
か
ら
だ
。

　

私
が
１
学
期
目
に
体
験
し
た
こ
と

は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

毎
週
水
曜
日
の
夜
に
は
友
人
と
白
板

の
前
に
集
ま
っ
て
宿
題
の
問
題
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
た
こ
と
は
思
い
出

深
い
。
議
論
は
い
つ
も
宿
題
が
終
わ

っ
て
も
続
き
、
内
容
は
科
学
的
な
内

生物工学のクラスメートと（右端）＝本人提供

マサチューセッツ工科大学

1861年に米マサチューセッツ州ケンブリッジに創
立されたマサチューセッツ工科大学は120か国から
留学生を受け入れている。卒業生、教員など、同
大関係者のノーベル賞受賞者は2016年10月時点で
87人に上っている。

徒
と
教
授
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進

し
て
お
り
、
例
え
ば
教
授
を
デ
ィ
ナ

ー
に
誘
い
出
せ
た
場
合
、
デ
ィ
ナ
ー

の
代
金
を
学
校
が
払
っ
て
く
れ
る
と

い
う
制
度
が
あ
る
。
先
学
期
、
私
は

こ
れ
を
活
用
し
て
物
理
の
教
授
と
一

New York

BostonMassachusetts
Institute of

Technology

Massachusetts
Institute of

Technology

U.S.New York

Boston

容
か
ら
政
治
的
な
議

論
、
は
た
ま
た
人
気
の

歌
手
に
つ
い
て
ま
で
さ

ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
幅
広
い

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

中
で
、
自
分
の
知
識
、

考
え
が
深
ま
っ
て
い
く

の
を
強
く
感
じ
た
。

　

活
発
な
交
流
は
生
徒

間
に
と
ど
ま
ら
ず
生
徒

教
授
間
に
お
い
て
も
見

ら
れ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
生

緒
に
高
級
寿
司
屋
に

行
く
こ
と
が
で
き

た
。
マ
ン
ゴ
ー
や
天

か
す
の
入
っ
た
寿
司

を
食
べ
な
が
ら
、
教

授
は
現
在
に
至
る
ま

で
の
自
身
の
超
電
導

へ
の
消
え
る
こ
と
の

な
い
情
熱
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
て
く
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
経

験
を
通
し
て
、
授
業

だ
け
で
は
学
べ
な
い

様
々
な
教
訓
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
う
。

　

私
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
４

年
間
を
通
し
て
、
で

き
る
限
り
多
く
の
経

験
を
積
み
、
様
々
な

人
と
の
つ
な
が
り
を

育
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
し

て
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

将
来
は
大
学
院
に
進
み
、
科
学
に
貢

献
で
き
る
よ
う
な
経
験
が
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
る
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
７
年
２
月
26
日
）
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